













古 川 久 雄
この報告では、中東と東南アジアの 「風土の変貌」とい う点か らの比較を試みる。私が東南
アジアで歩いてきたのは、東南アジアでも特 に湿潤な世界、っまり泥炭湿地の世界である。木
が朽ちて もなくならずに、積み重ね られていく。それが泥炭の土を形成する。大変 じめ じめ し
ていて猿 も入 って こないような場所である。私はこうした場所で仕事を していた。後 に中東を
観察す る機会を得た。 ここは東南ア ジアとは極端に異なる乾燥の世界であった。大変に驚いた。
両者はきわめて対照的であ る。よってその比較は、容易であろうと私 は最初考えていた。 しか
し実際にその作業を行 うとなると、決 して簡単ではなかった。 ここでは、多少あ らけず りであ
ることを覚悟 して、大雑把に中東 と東南アジアを斬ってみたい。
は じめに発生学的風土 という視点か ら考え る。中東地域は、ニ ッチェがきわめて単純である。
陸、砂漠、ワジ、 ドライステ ップ ぐらい しかない。それと、ルー トとしての海。東南アジアと
違 って中東の場合、海はどうも働 く場所ではな くて、ルー トとしてのみ存在 している。
こうした場所では、人 間の潜在的エクメネーは限定 される。人が住め る場所 に限りがある。
そ して、そ うした人が住 める場所 は、ず っと昔 にすべて人が住んで しまっている。そ こでは
人々は、ぴっち りと固ま って住んでいる。その村は小 さな泥の家が連続的に連な って蜂の巣状
にひとかたまりになって いる。屋根の上が道である。 このような密集集落において は、人々は
毎 日互いに顔をっ きあわせなが ら生きている。それゆえ人とのっき合いが大変に巧 くなる。 こ
のっき合 いの巧さといった性質を社会的練度 と呼ぶことにす る。
これは隣人関係に止ま らず、戦闘、交易、支配、服従 といった社会的関係の処理の必要か ら、
そのための制度、その記録、その為の学問とイモヅル式 に社会制度を発展 させ る。そ うした装
置や制度を一揃 い持 った都市が新石器時代 には現れ、エ クメネーはその時に既に一杯 になる。
増加 した人口に対 してはデ ィアスポラが必然化される。そ して社会的練度の高い地域が拡大 し
てゆ く。
一方の東南アジアを発生学的に見 ると、ここはきわめてニ ッチェの豊富なところである。木
の生えた島が点 々と多数 にあ・る。 ここにはまず森がある。森 といって も様々である。何層に も
樹冠の重なる熱帯多雨林がある。そこには、野生の ドリアンやマンゴー、サゴなど多様な植生
が見 られ る。またモンスー ン林 という落葉する少 し変わ った森 もある。山の上のほうや大陸部
にはテラテラした葉を付ける照葉樹林がある。そこでは多様 な林産物が得 られる。次いで海が
あ る。 これ も、 マ ング ローブで縁 どられた浅海の ドロの海が あ り、 また澄んだ水 のサ ンゴ
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礁の海など様々である。このようにニ ッチ ェの豊富 なところでは、社会的練度はあまり発達 し
ない。 こうした地域で発達するのは、生態的練度である。っま り、 ここでは人々は、各 自が見
つけた多様なニ ッチ ェにそれぞれ 自分 自身をす っぽ りはめ込んで生活 している。 きわめて自然
に適合 した生 き方を している。 こうした側面での鍛錬度が生態的練度であ って、それが非常に
高いのであ る。
ここで、宗教に関 してみてみる。中東世界では、きわめて厳格な人格的一神教が現れ る。最
初 はユダヤ教であった。ユダヤの神 は、逆 らうと恐 ろしい神である。復讐の神である。契約を
破 ると殺 されて しまう。また、ユダヤ人でなければならないという偏狭な面 もある。が、契約
した人は選民であるとして保護される。 「自分の言 うことは聞けよ」とい うことである。つい
で同 じ系列で、鬼 っ子のよ うな形でキ リス ト教が現れ る。 これはローマ帝国の出現と深 く関
わっている。いろいろな人間を組みこんで上手 くや っていこうという考え方である。あたか も
会社を上手 く経営 していこうというような感 じの宗教である。その建物 も、ユダヤ教の場合は
テン ト、あるいは遊牧民的な幕屋であったのが、キ リス ト教の場合、初期には穴蔵であったに
せよ、す ぐに大きな しっかりとした ものになってい く。 しか しなが ら、キ リス ト教 というのは、
先に鬼 っ子 と言 ったように、信仰が神 と人間とお化けが合体 しているようなやや こしい側面を
持っ。 しばらく後になって、イスラム教が現れる。 これはユダヤ教の直系の弟子のような存在
である。が、万民、そこに来る人 は誰でも歓迎す るという異質との共存、あるいは統合 といっ
たことを意識 している。こうした考え方がイスラーム帝国を可能に し、社会的制度 として現れ
る。
次に発生学的風土をっ くりあげる基盤 としての生業はどうか。中東で は住める場所イコール
水のあるところである。 ドライファー ミングという乾燥農法が、いわゆる肥沃なる三か月地帯
において行われている。そこでは、ある程度の降雨があり、堅い葉 っぱを付ける樫の木が点々
とあ り、その下に草が生えている。 しか し、これ は麦を 「ばらまく」 といった程度の農法であ
り、得 られ る収量 はあまり高 くない。ついで発達 したのが、私がオアシス農耕牧畜複合 と呼ぶ
ところの生業である。 カナー トで、あるいは谷川か ら水を引いて灌概を行 う。 こうしてオアシ
スに農業が発生す る。 この場合の収量 は極めて高い。1粒 が200粒ぐらいに殖え る。 そこで
人 々は、パ ンと肉と 「ナツメヤシ」を食べて生活 している。そ して人口が増加す ると、デ ィア
スポラが起 こる。
一方の東南アジアでは、まず居住可能な場所は無限にある。人々はあちらこちらへ動 くが、
その住んだ場所 ごとに ドリア ンやマ ンゴー、サ ゴなどの木を植えていく。そうした ものを残す
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ことによって、その場所が自分のテ リトリーであ ることを主張する。無限の土地を疎 らに開い
て印を付けてい くのである。他の人 はそれを尊重 して自分は余所の場所を開 く。食料 はサゴや
イモ、魚などがあ る。その一方で天然産物をいろいろと集め る。家を建てる場合には、たと～し
ば海の近 くであれば、ニボ ンというヤ シの木を利用する。あるいはニッパヤ シの葉を採 り屋根
を葺 き、 ロタンを採 って建材を縛る。こうして杭上家屋が作 られる。東南アジアの人 々は、こ
のように生活 していた。
そ して、中東のほうでオアシス農耕牧畜複合 というのができると、それが穀作拡散 という形
で世界中に拡がる。その影響を受け、東南ア ジアで も、イモやサゴ以外に雑穀や米などの穀物
が作 られ るようになる。そう して、水田や焼畑などの新 しいニ ッチェが東南アジアに出現する。
印を付 けた地帯が拡が っていく。東南アジアの場合の変貌 とは、自分の周 りの林を切 り開いて
いく形をとる。林は広大であ るので村はその中に疎 らにあり、更にその中で人々は家族とい う
小さな集団となって疎 らに住む。 ここでは人工的な制度は発達 しない。人々は自然に即 して暮
らして きたのだ。中東の場合は、先 に触れたように、かっては樫の木の林が チ ョコチ ョコと
あ ったか もしれないが、それはきわめて早 い時期、っまり新石器農耕の段階で無 くな って し
まっている。 これに対 して、東南アジアはコレクターの世界である。 コレクターは金 目になる
モ ノ、たとえば沈香や竜脳、 ロタンなどを集めるのであるか ら、それがある所であれば、林に
少 し手 を加えて切 り開 く。 しか し、そうした産物のない他の場所 はそのままである。ゆえに巨
大な林が残 されたのである。人口の少ない間はこういう状況だ った。 しか し、人 口が増えて く
ると開きうる空間が減 って くる。その段階で も人工的規則は働かない。 これが現在の東南ナジ
アの森林消失問題 に繋がる。
ここで、二つの世界の規範にっいて考えてみ る。中東では、密集 して暮 らしている人々が、
毎 日ベチャラベチャラと喋 って生 きている。生業 は、完全なる人工空間において行われるオア
シス農耕である。 このような場所では、人工的制度、っまり契約や約束事などが、きちっと決
め られる。人々は、それを絶えず練 り上げて体系的な規範を作 り上げているのである。一方の
東南アジアには、 そうしたきちっと した人工的な規範 はない。 ここでは、規範は直接的である。
っまり、 自分たちの周 りにあ る自然を模倣することが、唯一の規範になっているのである。も
ちろん、東南アジアにも、相当早 い段階に西のほうの人工的制度、あるいは人工的空間を作 る
文化が入 ってきたところがあ る。ジャワや大陸部の平原などがそうである。 しか しなが ら、そ
うした地域の規範 にして も、どうや ら自然の模倣 に近いと考え られる要素がある。土屋 さんに
よると、 ジャワの王 と臣下の関係は次のようである。つまり、 ジャワでは、王の持つ聖なる力
3
が、まず王の下の臣下 に伝わり、そ してさらに下の臣下に伝わ っていく。 こうした連鎖 によっ
て権威の正統性 も臣下 に繋がってい くと考えられているのだという。 このような無限の連鎖 は、































































































































































































































































































古川 都市にっいて も同 じであろう。っまり、
村にしても、オアシス都市にして も、肥沃な










































































































































































だけである。その中に入 って しまうとよ くわ




































発が進んで しまい、キ ャリング ・キ ャパ シ






















































































片倉 中東では、人々はカナー トを掘 って、
水を引き入れて暮らしていたり、水があって
もナイル河畔などでは、洪水に脅えなが ら暮
らしている。大雑把に言えば、キャリング ・
キャパシティーは小 さいといえるだろう。
応地 先に農耕技術の話で、それは数千年前
に開発のピークがあって、それ以後はあまり
変化はなかった、とおっしゃっていた。これ
にっいては疑問がある。例えば、バグダッ ド
ではアッバース朝の頃には、イン ド系の技術
が伝わり、二期作に移行 した。東南アジアで
はその頃インディカ米が入 りイン ド化が始
まっている。そういった意味では、数千年前に
過剰開発が終わっていたとは言えないと思う。
高谷 古川さんがおっしゃっていたのはまさ
にそういうことだと思 う。ア ッバース朝期に
あったインド系の技術の導入や近代になって
か らの揚水ポンプなどの導入、それをも一っ
の要素として社会的練度 といっているという
ことであろう。
田中 社会的練度や生態的練度のような、少
し曖昧な言葉を使っているために議論が錯綜
しているのだと思う。生態、あるいは自然に
対する人間の働きかけ、または風土を形成す
る人間と自然のダイナ ミズムという点にっい
て考えるのであれば、東南 アジアで私達が
使 ったよ9うな、農学的適応や工学的適応のよ
うな言葉を考えてはどうか。風土は自然に対
する入の働 きかけの全てであると考えるなら
ば、中東や東南アジアでの自然に対する人間
の働きかけのパ ターン、あるいは性格の特徴
を端的に表わすことが出来るような言葉を考
える必要があろう。
立本 田中さんが今おっしゃったのは、古川
さんの話の規範の部分に関 してのことである。
古川さんが考えておられる人工的制御とは、
工学的という意味であろうし、自然の模倣と
いうのはあまり妥当ではないが、自然共生的
という意味であろう。しか し、古川さんは社会
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的練度 という言葉で、何かもう一っ別の レベ
ルのことを考えているのではないだろうか。
確かに、私 も古川さんのお話で、農学的適応
や工学的適応 ということを思い浮かべたので
あるが、それだけでは社会的練度、生態的練
度 とおっしゃっていることと重ならないように
思う。
田中 今私が述べたことの論点は、大塚さん
が水の利用の仕方で区分されたように、中東
にも農学的適応の側面があり、東南アジアに
も工学的適応の側面がある。 しか し、総体と
して比べた時に、両地域がイメージできるよ
うなそれぞれの特徴を端的に表わす適当な言
葉がないだろうか、ということである。
応地 適応の定性的な違いの問題 もあるが、
古川さんと高谷さんのお話で主張 しようとし
ているもう一っの問題に、適応の結果生み出
される人間的、あるいは精神的な面での集積
ということがある。その集積の密度の、東南
アジアと中東との差異を問題にしようとして
いるのではないだろうか。それに練度を結び
付けて考えようとしているように思われた。
掛谷 社会的練度と生態的練度という言葉は、
曖昧であるという難点があ りながらも、ここ
での議論では何 とな く気になる言葉であった。
これについての議論は、後の家島さんのネッ
トワークと都市論のお話につなが っていくと
思 う。
